
定年延長で互助事業はどう変わる？？

「医療互助事業に加入して積立ができる年齢」（改正前は50歳）や「退職後に特別会員になれる年齢」
（改正前は50歳）などについては次ページを参照ください。

〇現職中で加入を検討している・・・
令和5年度から年齢制限なく、互助会正会員であれば、どなたでも2月の新規加入募集時に申込ができ
るようになりました。ただし、いくつか制限がありますので、詳細は2月に配付するパンフレット等に掲載い
たします。

〇すでに積立中で、退職後に年金受給者になる・・・
受給コース「終身年金」は令和6年3月31日までの退職者を以って、新規受付を停止します。令
和6年4月から、新たに長期間給付される「給付期間：30年」を設けます。

低金利時代が続く中、大部分の取扱銀行や他県の互助団体が互助年金制度を終了しています。東
京都教職員互助会の互助年金事業は、昭和52年に開始以来、多くの退職者に加入いただいており
ましたが、令和6年3月31日までの退職者を以って、新規募集を停止することになりました。
新規加入の受付は取りやめますが、既加入者への年金支給は引き続き行ってまいりますので、ご安
心ください。
※「互助年金事業」は現職中の積立はありません。
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医療互助事業は、現職時、50歳（年度末年齢）までに加入をして積立をします。そして、50歳（退職時

年齢）以上で退職をしたら、積み立てた額を加入納付金に充てて「特別会員」になると、一生涯、退職
後の医療費に対して療養見舞金が給付される制度です。（医療費の全てを給付するわけではありません）

≪改正前≫

医療互助事業について

本件についてのお問い合わせ 互助事業課互助事業係 03（3293）9010 または 03（3293）9022

令和６年度に限っては加入限
度年齢を５２歳（昭和47年4月2
日生～昭和48年4月1日生）とし
ます。

昭和５１年度に生まれた方は、
令和１３年度が現職会員に加
入できる最終年度です。

定年延長によって令和６年４月１日からは
このように変わります

これまで加入納付金は、定年年齢である60歳を基準年齢とし、早期退職者には年齢間差額を段階的に
増額し、基準年齢以上の加入者（配偶者や定年年齢が60歳以上の職種など）には年齢間差額を減額し
ていました。今後の加入納付金の基準年齢は定年退職の引き上げにあわせて2年ごとに改定をしていき
ますが、現在の特別会員のとの均衡を図るため、60歳時点の加入納付金の金額は改正前の水準を維持
していきます

当該年度の定年退職者の方
は、特別会員加入と同時に
給付開始年齢となります。

令和５年度末～６年度に退職
した方は５１歳以上であれば、
特別会員に加入できますが、
給付開始は５６歳からになり
ます。

令和６年３月３１日以前に
特別会員になっている場合は
適用されないでござる！

③ 加入納付金はどうなるの？


